
















　　赤い魔核は蜜の味







「シル、ルシェ頼んだぞ」

「おまかせください。『神の雷撃』」

「さっさと燃えてなくなれ！　『破滅の獄炎』」

　やはり二人の火力は尋常ではない。

　敵モンスターをあっさりと消滅へと追いやった。

「さっさと、魔核をくれよ。腹減った」

「ご主人様。頑張ったのでお願いします」

　いつものように二人にスライムの魔核を渡すと、すぐに手に取って吸収しはじめた。

「うん、うん。やっぱり戦いのあとの魔核は格別だな」

「そうですね。この身体全体に広がるようなほのかな甘みと幸福感がなんとも言えませんね」

　シルもルシェもひと仕事終え、ご褒美の魔核に舌鼓をうっている。

　いつ見ても二人とも幸せそうに魔核を吸収していて、満面の笑みを浮かべているので、ついつい多めに渡しそうになってしまう。

　石に味があるとも思えないので、中に内包する魔力のようなものに味があるのかもしれない。

「肉も魚もいいけどやっぱり魔核だな。しかも海斗からもらったのがおいしいんだよな」

「はい。もちろんですね。魔核はもちろんおいしいですが、ご主人様にいただいた魔核は特にすばらしい味わいです」

「だけど、あいつケチだから、毎回ちょっとしかくれないんだよな」

「ルシェ、ご主人様をそんなふうに言ってはいけません。ご主人様のおかげで魔核を食べることができるんです」

「いや、だけどほとんど、シルかわたしが倒した敵の魔核だぞ。今回だってわたしたちが倒したんだからな。それにしては少なくない？」

「ご主人様も、いろいろと物入りなんです」

「ふん。どうせ女に鼻の下伸ばしてるだけだな。だけどスナッチ見たか？　ミクのやつから毎回わたし達とおんなじだけもらってるんだぞ？　身体の大きさから考えたらおかしくない？」

「まあ、それは少し私も思うところはありますが……」

「やっぱりそう思うだろ〜」

　二人はいつもよりも盛り上がっているようだが、なにやら軽く悪寒がするので風邪ひいてしまったのかもしれない。　　

　そういえば最近スナッチを撫でてないな。

　最近、ダンジョンの戦闘で疲れがたまってきた気もするから、またあのモフモフに癒されたい。今度魔核をあげてみようかな。もっと懐いてくれるかもしれないもんな。

「でも私は量も大事だと思うけど、やっぱり質が一番だと思うの」

「質か〜。それはそうだよな。量と質両方大事だな」

「ルシェは赤い魔核食べたことある？」

「赤い魔核？　魔核は普通青いだろ」

「そうなんだけど、一度だけご主人様が赤い魔核をくれたことがあるの」

「へ〜っ。そんな魔核があるんだ。もしかしてトマトの味でもするのか？」

「それが、赤い魔核は普通の魔核とは一線を画す味わいだったの。今考えても口の中にあの味わいが溢れ出しそうになるの」

「そうなのか？　そんなに？」

「ええ、あの芳醇で濃厚な感じ。天界の泉のような透き通った爽やかさ。そしてずっと味わっていたくなるような甘みとまろやかさ。言葉では言い尽くせないほどのものです」

「そんな魔核があるのか……シルだけずるい！　わたしも食べたい！　絶対食べたい！　どうしても食べたい！　わたしだけ食べてないなんてずるい。海斗が意地悪してるんだ。あ〜今すぐ海斗にねだってくる」

　やっぱり寒気がする。

「ルシェ、ご主人様が意地悪なんかするわけないでしょ。私だって光るスケルトンから一度だけドロップされただけなんです。ご主人様に頼んでも無駄ですよ」

「そんな……。よし光るスケルトンだな。今すぐ倒しにいこう。すぐいこう。シルどこにいるんだ。いそいでいこう」

「ルシェ、わたしが遭遇したのは二階層だけど、あれ以来一度も見てないから無理だと思うの」

「光ればなんでもいいのか？　いっそのこと、光らしてから倒すか」

「ルシェ、食べたい気持ちはわかりますが、無理なものは無理です」

「くっ……ずるい」

「今度二人でご主人様にお願いしてみましょう。優しいご主人様のことです。今度手に入れたらきっとくださるはずです」

「う〜っ。絶対だぞ。絶対一緒に頼んでくれよ」

「もちろんです。私もあの赤い魔核はもう一度食べてみたいですからね」

　背筋が、ぞ〜ぞ〜する。あ〜なんか本格的に風邪ひいてきたかもしれない。

　今日は、結構頑張ったがら、早めに切り上げて家に帰ることにしようと思う。
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